
妊
婦
健
診
の
無
料
化
に
つ
い
て

質
問  

妊
婦
健
診
の
無
料
化
が
平
成
21

年
度
よ
り
公
費
助
成
（
国
、
市
町
村
）

で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
23
年
度

末
で
終
了
と
な
る
。

　

妊
婦
健
診
の
重
要
性
か
ら
、
市
独
自

で
の
無
料
化
を
必
要
施
策
と
考
え
る

が
、
24
年
度
か
ら
の
市
の
方
向
性
を
伺

う
。

答
弁  

妊
婦
健
診
は
市
に
お
け
る
最
重

要
施
策
と
考
え
て
い
る
が
、
平
成
24
年

度
か
ら
の
国
の
方
針
が
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、今
後
の
検
討
課
題
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
健
診
の
助
成
内
容
、
回
数
に
つ

い
て
は
県
内
で
統
一
し
た
基
準
で
実
施

し
て
お
り
、
今
後
も
県
内
の
市
町
村
と

足
並
み
を
揃
え
調
整
を
図
っ
て
い
く
予

定
と
し
て
い
る
。

質
問  

子
宮
頸
が
ん
予
防
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

菌
ｂ
型
）
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
促
進
の
た

め
、
公
費
（
国
、
市
町
村
）
負
担
で
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

24
年
度
以
降
は
未
定
で
あ
り
、
国
に
お

い
て
平
成
24
年
度
か
ら
の
定
期
接
種
化

が
示
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
市
独
自
で

実
施
す
べ
き
事
業
と
考
え
る
。
市
の
方

向
性
を
伺
う
。

答
弁  

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
後
の
他
市
で
の

死
亡
例
の
報
告
に
よ
る
接
種
の
一
時
中

止
や
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
不

足
の
事
態
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、

３
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
予
定
通
り
で
き

な
い
時
期
が
あ
り
、
現
在
接
種
中
の
方

が
規
定
回
数
を
終
了
す
る
に
は
24
年
度

も
継
続
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
ま
た

公
平
性
の
観
点
か
ら
も
24
年
度
以
降
も

新
規
対
象
者
に
助
成
す
る
方
向
で
考
え

て
い
る
。

これまでの一般質問の詳細は会議録またはホームページでご覧いただけます。今回のもの
は12月上旬の予定です。会議録は図書館、各支所、本所ロビーに用意してあります。

環
境
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

質
問  

４
月
か
ら
一
部
業
務
委
託
が
導

入
さ
れ
、
５
カ
月
が
経
過
。
施
設
管
理

状
況
の
評
価
は
、
今
回
の
受
託
業
者
ア

イ
ビ
ス
技
研
は
県
内
企
業
の
実
績
の
あ

る
中
の
入
札
で
あ
り
、
専
門
知
識
が
あ

る
も
の
と
思
う
が
受
託
者
の
評
価
は
。

答
弁  

現
在
３
名
の
社
員
が
意
欲
的
に

業
務
を
遂
行
、
施
設
管
理
は
修
理
や

補
修
を
要
す
る
不
具
合
は
頻
繁
に
あ
る

が
、
人
的
ト
ラ
ブ
ル
や
事
故
等
も
無
く

市
民
の
期
待
に
応
え
安
定
稼
働
を
続
け

て
い
る
事
を
評
価
。
ま
た
社
員
は
技
術

管
理
者
資
格

や
ク
レ
ー
ン

操
作
資
格
を

持
ち
専
門
知

識
や
環
境
セ

ン
タ
ー
管
理

作
業
を
熟
知

し
安
定
稼
働

に
重
要
で
あ

り
今
後
も
期

待
し
て
い
る
。

質
問　

入
札
時
の
資
格
条
件
は
。

答
弁　

県
内
に
本
社
、
営
業
所
、
事

業
所
が
あ
り
事
業
実
績
、
会
社
の
規
模

等
総
合
的
に
判
断
し
４
社
を
指
名
し
具

体
的
に
ご
み
処
理
施
設
、
破
砕
・
リ
サ

イ
ク
ル
施
設
、
最
終
処
分
場
技
術
管
理

士
等
の
資
格
が
あ
る
こ
と
。

質
問　

入
札
は
月
額
予
定
価
格

１
４
６
万
２
５
０
０
円
に
対
し

65
万
１
０
０
０
円
で
落
札
率
44
・
５
％

の
破
額
で
あ
り
入
札
に
は
最
低
制
限
価

格
は
設
け
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　

 

設
け
ず
に
執
行
。

質
問　

福
島
原
発
の
事
故
に
よ
り
原
発
周

辺
や
関
東
全
域
で
農
産
物
の
風
評
被
害
が
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。風
評
被
害
を
無

く
し
安
全
な
農
産
物
を
安
心
し
て
消
費
し
て

も
ら
う
た
め
に
科
学
的
に
安
全
を
証
明
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
が
、県
ま
た
は
市
の

検
査
体
制
は
。ま
た
風
評
被
害
の
対
応
は
今

回
の
水
害
で
の
阿
賀
野
川
、堤
外
地
へ
の
土

砂
の
流
入
、堆
積
に
よ
る
放
射
能
検
査
、土

砂
の
除
去
等
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

答
弁　

市
で
は
早
生
種
と
中
生
種
の
各

１
点
と
す
る
。水
原
地
区
で
検
査
し
た

五
百
万
石
は
検
出
さ
れ
ず
一
安
心
、コ
シ

ヒ
カ
リ
は
９
月
11
日
検
査
、14
日
に
結
果

公
表
、堤
外
地
は
阿
賀
町
、五
泉
市
、新

潟
市
江
南
区
の
土
壌
と
汚
泥
を
検
査
。放

射
性
セ
シ
ウ
ム
１
３
４
・
１
３
７
と
も
微

量
で
は
あ
る
が
検
出
さ
れ
る
。土
砂
は
国

の
責
任
で
廃
土
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問
◆

　
震
災
、水
害
ご
み
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

泉　　誠蔵 議員

質
問  

環
境
省
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
調

査
報
告
書
に
よ
る
と
、
日
本
の
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
な
り
え
る
資
源
量
は
、
太
陽

光
、
中
小
水
力
、
地
熱
、
風
力
で
、
20
億

kW
以
上
と
推
定
し
、
日
本
に
あ
る
電
力

供
給
能
力
の
約
10
倍
、
原
発
発
電
能
力

の
約
40
倍
に
相
当
す
る
と
し
て
い
る
。

　

新
潟
県
内
の
可
能
性
は
、
例
え
ば
太

陽
光
発
電
を
、
公
共
建
築
物
、
発
電
所
、

工
場
、
物
流
施
設
、
耕
作
放
棄
地
、
低
・

未
利
用
地
な
ど
の
非
住
宅
系
に
設
置
し

た
場
合
、
県
内
全
世
帯
が
1
年
間
に
使

う
電
力
を
賄
う
こ
と
は
理
論
上
可
能
で

あ
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
本
格
的

導
入
は
、
新
た
な
仕
事
と
雇
用
を
創
出

し
、地
球
経
済
の
振
興
の
力
に
も
な
る
。

　

そ
こ
で
、
阿
賀
野
市
に
お
け
る
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
の
調
査
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
当
面
は
、
新
築
す
る

水
原
中
学
校
や
郷
病
院
に
太
陽
光
発
電

を
導
入
し
、
他
の
公
共
施
設
に
も
計
画

的
に
導
入
す
べ
き
で
な
い
か
。

答
弁  

平
成
18
年
に
「
阿
賀
野
市
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
潜

在
賦
存
量
や
利
用
可
能
量
の
調
査
も
実

施
し
て
い
る
。

　

現
在
、
新
潟
市
と
共
同
で
建
設
す
る

新
葬
斎
場
に
、
太
陽
光
や
風
力
を
活
用

し
た
照
明
設
置
を
計
画
し
て
お
り
、
今

後
も
水
原
中
学
校
な
ど
、
他
の
公
共
施

設
へ
の
導
入
に
つ
い
て
、
国
支
援
な
ど

の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、
積
極
的
に

推
進
し
て
い
き
た
い
。

質
問  
市
保
育
所
条
例
で
は
、
保
護
者

が
保
育
料
を
負
担
す
る
資
力
が
な
い
と

認
め
た
場
合
、
そ
の
他
特
別
の
理
由
が

あ
る
場
合
は
、
減
額
・
免
除
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

保
育
料
は
前
年
の
所
得
実
績
で
決
定

さ
れ
る
た
め
、
当
年
に
収
入
が
急
減
し

た
場
合
等
は
現
実
的
に
支
払
い
が
困
難

に
な
る
。
現
在
、
市
に
は
具
体
的
な
減

免
基
準
が
な
い
が
、
定
め
る
べ
き
で
な

い
か
。

答
弁  

10
月
ま
で
具
体
的
基
準
を
定
め

て
、
運
用
し
た
い
。

行
財
政
改
革
の
推
進
を
！

質
問  
全
国
で
多
く
の
自
治
体
が
企
業

会
計
的
手
法
を
取
り
入
れ
た
〝
新
公
会

計
制
度
〞
を
導
入
。
説
明
責
任
の
充
実

と
、
経
営
へ
の
活
用
を
目
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
東
京
都
で
は
全
国
に
先
駆

け
、〝
財
政
の
見
え
る
化
〞
を
推
進
し
、

財
政
再
建
団
体
に
転
落
寸
前
だ
っ
た
財

政
を
黒
字
に
転
じ
た
と
い
う
先
例
が
あ

る
。
当
市
で
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
弁  

当
市
で
は
平
成
20
年
度
よ
り
財

務
四
表
の
整
備
に
着
手
。
複
式
簿
記
を

取
り
入
れ
た
財
政
状
況
、
特
に
財
産
や

資
産
並
び
に
負
債
等
々
の
把
握
も
大
変

大
事
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後

は
市
の
健
全
財
政
に
対
す
る
職
員
の
意

識
改
革
を
図
っ
て
い
く
。

支
援
に
対
す
る
施
策
の
充
実
を
！

質
問  

３
月
定
例
会
で〝
ひ
き
こ
も
り
・

ニ
ー
ト
の
相
談
支
援
〞に
つ
い
て
質
問
。

必
要
性
を
見
極
め
な
が
ら
、
支
援
を
総

合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
体
制
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
等
を
検
討
し
て
い
く
と

の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
検
討

状
況
を
伺
う
。

答
弁  

問
題
を
抱
え
る
当
事
者
は
、
市

役
所
の
窓
口
で
は
身
近
す
ぎ
て
相
談
し

に
く
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

社
会
全
体
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
で
も
あ
る
た
め
、
県
の
地
域
振

興
局
に
も
相
談
窓
口
な
ど
の
設
置
に
つ

い
て
検
討
を
依
頼
し
た
。

質
問  

千
葉
市
で
は
、
三
世
代
家
族
の

形
成
を
促
す
こ
と
で
、
高
齢
者
の
孤
立

化
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
家
族
の
絆
の
再

生
を
図
る
た
め
、
親
・
子
・
孫
が
市
内

に
同
居
す
る
際
に
か
か
る
費
用
の
一
部

を
支
援
す
る
〝
三
世
代
同
居
等
支
援
事

業
〞
を
今
年
度
か
ら
開
始
し
た
。
当
市

で
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁  

現
在
、
直
接
的
支
援
は
考
え
て

い
な
い
が
、
高
齢
者
の
孤
立
防
止
や
地

域
の
絆
再
生
は
、
行
政
の
重
要
課
題
で

あ
る
た
め
、
今
後
の
施
策
立
案
の
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
そ
の
他
の
質
問
◆

　

定
住
自
立
圏
、
Ｐ
Ｒ
Ｅ
戦
略
、
空
き

家
再
生
等
推
進
事
業
の
活
用
、
子
育
て

応
援
カ
ー
ド
の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て

宮脇　雅夫 議員 遠藤　智子 議員

村上　清彦 議員

答
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